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　「光学におけるオブスクラ・カメラは、暗い部屋であり、一箇所だけ小さな穴が開けられていて、その穴にはレンズが付けられる。その穴を通して、対象からの光線が一枚の紙または布の上に投射される。これにより視覚の本性を説明するのに役立つ、光学上のとても有用な実験がなされる。そのなかでは、つぎのも が特別に記述するのにふさわしい。 」　こう記したあと、ハリスは、次のように続ける。 「暗い部屋






































工の眼」の項を見ると、 「目」を見よ、 とある。 「目」を見ると、目に関する長い記述があったあと最後に「人工の眼とは、対象が自然の目とまったく同じ仕方で表示される光学器械であり視覚の本性を例証するのにと も有用である。
10」とある。ツ
ァーンの書物 影響で、 「人工の眼」と うその前 もその後にもあまり強調されていな 用語・観点にフォーカスする記述となっている 、基本、箱形カメラ・オブスクラを指す用語として確立してきている様子が窺え 。　
チェンバースは、レンズ付きカメラ・オブスクラの出発点を

















































ナポリのジョバンニ ・ バティスタ ・ デラ ・ ポルタの『自然魔術』
（ナポリ、一五五八）
はルネサンスの自然魔術の伝統を代表し集





























orbis e vitra ）
を置くと、部屋のなかの壁に通りの光
景が淡く映し出されることを記して る。 「ガラスの円盤」は凸レンズ 可能性とウォーターハウスの指摘する凹面鏡 可能性があるので、カルダーノが最初 確実に言え わけ ないが、最初と言える候補の一人 あるこ に間違いはない。　
その後、レンズを使った部屋について、明確な記述をした者








































































































































































































































a lively representation ）
を











































































































































ないようにした「暗い部屋」を光学と天文学の研究のサイトして焦点化したのは、十世紀 活躍したアルハーゼンである。用語としてもアルハーゼン 、カメラ・オブスク に当た アラビア語を用いた。アルハーゼンの と、太陽を観測する研究のサイト
（観測上の工夫）
として「暗い部屋」は天文学者の間








































































察者から独立した像そのものの自立性 魅力を確立し イメージの世紀への道をつけた。これ 像そのものの対象からの分離と呼んでおけば、光 のサイトと て 「暗い部屋 は、光線を分離するための状況・工夫だと言うことができよう。　
研究のサイトとしての「暗い部屋」という観点に立てば、 「カ
メラ・オブスクラ」といった特別な表現は必要ではなく、デカルトの言葉のように、部屋を暗く て一点 小開口 を除き光が入らないようにする、あ は人工の光源が利用できるようになった現在では、暗室で○○の光源を用いて、 いうふうに表現すれば十分である。そして、デカルトやニュートンだけはなく、現在でも一般的にはそうなっている。　
次には、携帯型カメラ・オブスクラを見直してみよう。本文
中で記したように、持ち運ぶことのできる箱形のカメラ・オブスクラは、十七世紀に ってから使われ ようにな 。文献
資料で確認できる範囲ではドレベルが最初であるが、簡単な装置なので、それ以前に使われていたとしてもそれほど不思議ではないが、 デラ ・ ポルタのレンズ付き「カメラ ・ オブスクラ」は、レンズ付き 暗い部屋であって、十六世紀に写真機の祖先であるレンズ付き箱形カメラ オブスクラが発明されていたという一般書によくある発明物語は裏付けを持たない誤解であることは指摘しておいてよい あろう。　
十七世紀が進むにつれ、写生のためや映像を楽しむための光
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に届いた荷物に「写真鏡」 （光学装置としての持ち運び可能な箱形カメラ・オブスクラに対して日本人が選んだ訳語）があったことが知られている。初期近代 おけるレンズ産業の先進国オランダではドレベルやホイヘンス父以降、十七世紀前半という時点で箱形カメ ・オブスクラが商品とし市場に出回っていたことを伺わせる事実である。中川邦昭『映像の起源』五八頁。
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